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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 世界金融 
ハイインカム証券ファンド2013-09

（円ヘッジ）（限定追加型） 
 
 
 

  
 

第２期（決算日：2015年９月24日） 
 

  

受益者のみなさまへ 
 

 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカ

ム証券ファンド2013-09（円ヘッジ）（限定追加型）」

は、去る９月24日に第２期の決算を行いました。ここに

謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

 今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い申し

上げます。 

 

260842 

三菱ＵＦＪ投信株式会社は2015年７月１日に国際投信
投資顧問株式会社と合併し､｢三菱ＵＦＪ国際投信株式
会社｣となりました。 

本資料の記載内容に関するお問い合わせ先 

お客さま専用フリーダイヤル TEL.0120-151034
(9:00～17:00､土･日･祝日･12月31日～１月３日を除く)

お客さまのお取引内容につきましては、お取り扱いの販売会社にお尋ねください。

 

東京都千代田区有楽町一丁目12番１号 

URL:http://www.am.mufg.jp/ 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 2016年９月20日まで（2013年９月10日設定）

運 用 方 針 

日本を含む世界の優良金融機関が発行する劣
後債および優先証券等を主要投資対象とし、
主として利子収益の確保をめざします。 
※優良金融機関とは事業内容、財務の健全

性、資本の多さ等の観点で、相対的に優良
であると運用委託先が判断した金融機関を
いいます。 

※劣後債、優先証券とは債券と株式の両方の
特性を有しており、上場または非上場とな
っています。劣後債、優先証券（以下、
「ハイブリッド証券」という場合がありま
す。）は一般に利息（配当）が定められて
おり、満期時や繰上償還時に額面で償還さ
れる等、債券に似た性質を有しています。
同一発行体が発行している普通社債とハイ
ブリッド証券を比べると、ハイブリッド証
券の方が普通社債よりも利回りが高く、ま
た期待リターンも高くなります。その一方
で、リスクは普通社債に比べてハイブリッ
ド証券の方が高くなり、また弁済順位は普
通社債に比べて低いという特徴もありま
す。また一部のハイブリッド証券について
は償還時に株式に転換される場合もありま
す。 

主として信託期間内に償還またはコール可能
日を迎える銘柄に投資を行います。ただし、
償還またはコール可能日が信託期間を超える
銘柄にも一部投資を行うことがあります。ま
た、信託期間内に組入債券が償還した場合
等、劣後債および優先証券のほか、普通社債
や国債等に再投資することがあります。その
ため、劣後債および優先証券の組入比率が低
下することがあります。 
債券等の運用にあたっては、パイオニア・イ
ンベストメント・マネジメント・リミテッド
に運用指図に関する権限を委託します。 
組入外貨建資産については、原則として為替
ヘッジを行い為替変動リスクの低減をはかり
ます。 

主要運用対象 
日本を含む世界の優良金融機関が発行する劣
後債および優先証券等を主要投資対象としま
す。 

主な組入制限 
外貨建資産への投資割合に制限を設けませ
ん。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等
を勘案して委託会社が決定します。ただし、
分配対象収益が少額の場合には分配を行わな
いことがあります。 

 
※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
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本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の
合計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円

2013年９月10日 10,000 － － － － 25,917

１期(2014年９月22日) 10,677 0 6.8 96.4 － 21,630

２期(2015年９月24日) 10,781 0 1.0 92.9 － 11,604
 
（注）設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注）当ファンドは、日本を含む世界の優良金融機関が発行する劣後債および優先証券等を主要投資対象とし、主として利子収益の確保を

めざしますが、特定の指数を上回るまたは連動をめざした運用を行っていないため、また、値動きを表す適切な指数が存在しないた
め、ベンチマークおよび参考指数はありません。 

（注）｢債券先物比率｣は買建比率－売建比率。 
（注）設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％

2014年９月22日 10,677 － 96.4 －

９月末 10,670 △0.1 94.9 －

10月末 10,636 △0.4 96.3 －

11月末 10,696 0.2 96.3 －

12月末 10,672 △0.0 97.1 －

2015年１月末 10,725 0.4 90.2 －

２月末 10,765 0.8 96.7 －

３月末 10,791 1.1 95.7 －

４月末 10,820 1.3 95.2 －

５月末 10,821 1.3 96.6 －

６月末 10,757 0.7 91.2 －

７月末 10,782 1.0 91.5 －

８月末 10,771 0.9 90.8 －

(期  末)  

2015年９月24日 10,781 1.0 92.9 －
 
（注）騰落率は期首比。 
（注）｢債券先物比率｣は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカム証券ファンド 2013-09（円ヘッジ）（限定追加型） 

 
運用経過 

 
当期中の基準価額等の推移について （第２期：2014/９/23～2015/９/24）

 
基準価額の動き 基準価額は期首に比べ1.0％の上昇となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準価額の主な変動要因 
 

上昇要因 
主に債券利子収入を享受したことによりグローバル金融機関ハイブリッド証券

市況が上昇したことがプラスとなり、基準価額は上昇しました。 

第２期首 ： 10,677円  

第２期末 ： 10,781円  

（既払分配金 0円 ）

騰落率 ： 1.0％  
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三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカム証券ファンド 2013-09（円ヘッジ）（限定追加型） 

 
投資環境について （第２期：2014/９/23～2015/９/24）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
◎債券市況 
・当期のグローバル金融機関ハイブリッド
証券市況（バークレイズ・グローバル・
キャピタル・セキュリティズ・バンキン
グ指数（ドルヘッジベース）を参照して
います）は、欧米金利が低下したことや
債券利子収入を享受したことがプラス要
因となった他、グローバル金融機関ハイ
ブリッド証券に対する根強い投資家需要
が見られたことなどがサポート材料とな
り、上昇しました。 

・欧米金利は、期首から2014年10月末にか
けて、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）
による量的緩和策の実施などを背景に低
下し、その後も原油価格の下落を受けて
期待インフレ率が低下したことに加え、
ＥＣＢ（欧州中央銀行）が追加金融緩和
を実施したことなどから低下しました。
2015年４月中旬から当期末にかけて原油
価格の反発などを背景にデフレ懸念が後
退し金利が上昇する局面もありました
が、期を通じて見ると金利低下となりま
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（注）バークレイズ・グローバル・キャピタル・セキュリテ
ィズ・バンキング指数とは、バークレイズ社が算出す
るグローバルベースのハイブリッド証券のうち、銀行
セクターが発行する証券の値動きを示す代表的な指数
です。 
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三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカム証券ファンド 2013-09（円ヘッジ）（限定追加型） 

 
当該投資信託のポートフォリオについて
  
・当ファンドは、日本を含む世界の金融機関が発行するハイブリッド証券（劣後債および優先証
券等）等を主要投資対象とし、為替ヘッジを行うことで為替変動リスクの低減を図る運用を行
いました。高水準の為替ヘッジを行ったため、為替市況の変動が基準価額に与える影響は限定
的となりました。 

・バイ・アンド・ホールド戦略を基本に運用を行った結果、主に債券利子収入を享受したことに
よりグローバル金融機関ハイブリッド証券市況が上昇したことがプラスとなり、基準価額は期
首に比べ上昇しました。 

・期末現在、債券の組入比率は92.9％であり、すべて劣後債および優先証券です。 
 
当ファンドにおけるエルステ・グループ・バンク※の売却について 
１．事実関係 
2014年12月９日、エルステ・グループ・バンクは同社が発行する優先証券について利払いを見送
ること（クーポン・スキップ）を発表し、当ファンドの保有銘柄「ERSTE CAPITAL FINANCE JE

（2014年12月９日時点で組入比率：1.75％）」も2015年９月の利払いが見送られました。今回の
発表を受けて2014年12月18日に米格付会社大手が同銘柄の格付をＢ格相当からＣＣＣ格相当へ格
下げを実施しました。 
 
２．当ファンドの対応について 
当該銘柄のクーポン・スキップはエルステ・バンク・グループの一部地域における業績不振によ
るものです。業績不振を理由とする減損処理は一過性であるとみられるものの、クーポン・スキ
ップおよび格下げの発表に伴い当該銘柄の保有リスクは高まったと判断し、2015年１月14日に当
ファンドにおける当該銘柄の売却を完了しました。 
※エルステ・グループ・バンク（Erste Group Bank AG）はユニバーサルバンク。預金業務のほ
か、個人・法人向け融資、投資銀行業務などのサービスを提供。オーストリア、チェコ、スロ
バキア、ハンガリー、クロアチアに子会社、ニューヨーク、ロンドン、香港に支店を保有。 

 
 
(ご参考) 
債券の格付分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

期首(2014年９月22日)
格付種類 比率 銘柄数 
ＡＡＡ格 0.0％ 0 
ＡＡ格 0.0％ 0 
Ａ格 9.3％ 3 

ＢＢＢ格 74.8％ 17 
ＢＢ格以下 12.3％ 3 

無格付 0.0％ 0 
 
・比率は純資産総額に対する割合です。 
・格付の振分基準は以下の通りです。 
 ・ＡＡＡ格（ＡＡＡ、Ａａａ） 
 ・ＡＡ格（ＡＡ＋、ＡＡ、ＡＡ－、Ａａ１、Ａａ２、Ａａ３） 
 ・Ａ格（Ａ＋、Ａ、Ａ－、Ａ１、Ａ２、Ａ３） 
 ・ＢＢＢ格(ＢＢＢ＋､ＢＢＢ､ＢＢＢ－､Ｂａａ１､Ｂａａ２､Ｂａａ３)
 ・ＢＢ格（ＢＢ＋、ＢＢ、ＢＢ－、Ｂａ１、Ｂａ２、Ｂａ３） 
・原則として、個別銘柄格付を採用しておりますが、例外的に国債、

地方債ならびに政府保証のある債券などについては、弊社の分類基
準に基づいて、ソブリン格付（国の発行体格付）を採用しているも
のがあります。 

・格付の表示にあたっては、Ｓ＆Ｐ社、Ｍｏｏｄｙ’ｓ社、フィッ
チ・レーティングス社のうち最も高い格付を表示しています。 

期末(2015年９月24日)
格付種類 比率 銘柄数 
ＡＡＡ格 0.0％ 0 
ＡＡ格 0.0％ 0 
Ａ格 21.1％ 5 

ＢＢＢ格 60.5％ 12 
ＢＢ格以下 11.3％ 2 
無格付 0.0％ 0 

 
・比率は純資産総額に対する割合です。 
・格付の振分基準は、以下の通りです。 
 ・ＡＡＡ格（ＡＡＡ、Ａａａ） 
 ・ＡＡ格（ＡＡ＋、ＡＡ、ＡＡ－、Ａａ１、Ａａ２、Ａａ３） 
 ・Ａ格（Ａ＋、Ａ、Ａ－、Ａ１、Ａ２、Ａ３） 
 ・ＢＢＢ格(ＢＢＢ＋､ＢＢＢ､ＢＢＢ－､Ｂａａ１､Ｂａａ２､Ｂａａ３)
 ・ＢＢ格（ＢＢ＋、ＢＢ、ＢＢ－、Ｂａ１、Ｂａ２、Ｂａ３） 
・原則として、個別銘柄格付を採用しておりますが、例外的に国債、

地方債ならびに政府保証のある債券などについては、弊社の分類基
準に基づいて、ソブリン格付（国の発行体格付）を採用しているも
のがあります。 

・格付の表示にあたっては、Ｓ＆Ｐ社、Ｍｏｏｄｙ’ｓ社、フィッ
チ・レーティングス社のうち最も高い格付を表示しています。 
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三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカム証券ファンド 2013-09（円ヘッジ）（限定追加型） 

 
 
 
 
 
(ご参考) 
種別構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
(ご参考) 
業種別組入比率 
2014年８月末 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
2015年８月末 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

種別構成、業種別組入比率、利回り・デュレーション(平均回収期間や金利感応度)については､パイオニ

ア・インベストメント・マネジメント・リミテッド（パイオニア・インベストメンツ社）から提供された

2014年８月末、2015年８月末のデータを元に記載しています｡ 

2014年８月末 

 比率 

優先証券 72.7％

期限付劣後債 27.3％

永久劣後債 0.0％

その他 0.0％
 
・比率は現物債券等評価額に対する割合です。 
・種別構成は、パイオニア・インベストメンツ社が独自に分類したも

のです。 
・その他は、普通社債や国債等の債券です。 

・比率は現物債券等評価額に対する割合です。 
・業種分類は、Bloomberg Industry Groupで分類しています。 

一部、パイオニア・インベストメンツ社が独自に分類したものを含
みます。 

2015年８月末 

 比率 

優先証券 64.5％

期限付劣後債 35.5％

永久劣後債 0.0％

その他 0.0％
 
・比率は現物債券等評価額に対する割合です。 
・種別構成は、パイオニア・インベストメンツ社が独自に分類したも

のです。 
・その他は、普通社債や国債等の債券です。 

・比率は現物債券等評価額に対する割合です。 
・業種分類は、Bloomberg Industry Groupで分類しています。 

一部、パイオニア・インベストメンツ社が独自に分類したものを含
みます。 
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三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカム証券ファンド 2013-09（円ヘッジ）（限定追加型） 

(ご参考) 
利回り・デュレーション 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

当該投資信託のベンチマークとの差異について
  
・当ファンドは、日本を含む世界の優良金融機関が発行する劣後債および優先証券等を主要投資
対象とし、主として利子収益の確保をめざしますが、特定の指数を上回るまたは連動をめざし
た運用を行っていないため、また、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク
および参考指数はありません。 

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。 
  
 

分配金について 
  
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
 

【分配原資の内訳】 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

第２期 
項 目 2014年９月23日～ 

2015年９月24日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) －％

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 1,125 
 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
 

2014年８月末 
最終利回り 3.1％
直接利回り 5.3％
デュレーション 1.5年

 
・数値は、債券現物部分についてパイオニア・インベストメンツ社が

計算しています。 
・最終利回りとは、個別債券ごとの複利利回りを加重平均したもので

す。 
・最終利回り、デュレーションは個別債券ごとに、繰上償還条項が付

与されている銘柄は原則として直近の繰上償還可能日、または償還
日を使用して計算していますが、一部の銘柄については運用委託先
が想定する繰上償還日を使用して計算している場合があります。 

・直接利回りとは、個別債券等についての表面利率を加重平均したも
のです。 

・利回りは、計算日時点の評価に基づくものであり、売却や償還によ
る差損益等を考慮した後のファンドの「期待利回り」を示すもので
はありません。 

・デュレーションは、債券価格の弾力性を示す指標として用いられ金
利の変化に対する債券価格の変動率を示します。 

2015年８月末 
最終利回り 3.2％
直接利回り 5.7％
デュレーション 0.8年

 
・数値は、債券現物部分についてパイオニア・インベストメンツ社が

計算しています。 
・最終利回りとは、個別債券ごとの複利利回りを加重平均したもので

す。 
・最終利回り、デュレーションは個別債券ごとに、繰上償還条項が付

与されている銘柄は原則として直近の繰上償還可能日、または償還
日を使用して計算していますが、一部の銘柄については運用委託先
が想定する繰上償還日を使用して計算している場合があります。 

・直接利回りとは、個別債券等についての表面利率を加重平均したも
のです。 

・利回りは、計算日時点の評価に基づくものであり、売却や償還によ
る差損益等を考慮した後のファンドの「期待利回り」を示すもので
はありません。 

・デュレーションは、債券価格の弾力性を示す指標として用いられ金
利の変化に対する債券価格の変動率を示します。 
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三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカム証券ファンド 2013-09（円ヘッジ）（限定追加型） 

 
今後の運用方針 

  
◎運用環境の見通し 
・グローバル金融機関ハイブリッド証券市場については、バーゼルⅢ（金融機関の自己資本の
「質」と「量」の強化を目的とした新たな自己資本比率規制）の導入によって、自己資本を強
化する動きが金融機関の財務健全性の向上につながり、クレジットスプレッド（信用力格差に
よる国債に対する上乗せ金利）の縮小に寄与することが見込まれます。資本算入要件を充たさ
なくなったハイブリッド証券については、繰上償還されやすくなっている状況にあります。繰
上償還を見送ることが、市場の期待に背くというレピュテーション（風評）リスクにつながり
かねないため、これを避けようとする発行体側の事情も、引き続き繰上償還を促す要因になっ
ていると考えます。 

 
◎今後の運用方針 
・当ファンドは、発行体のファンダメンタルズに照らして相対的にクレジットスプレッドが厚
く、投資妙味があると見られる証券を主な投資対象としています。繰上償還条項の付いた銘柄
であっても、当該証券の発行条件や発行体の置かれる資金調達環境に応じた経済合理性の観点
から、繰上償還が見送られる場合があります。しかしながら、当ファンドでは、繰上償還の実
績や監督当局の規制動向などの要因により発行体が繰上償還を実施する可能性が高まっている
と考えられ、想定通りの期日に償還された場合の利回りが比較的高くなることが期待され魅力
的と判断される銘柄への選択的な投資を行っています。 

・今後については主に信託期間内に償還または繰上償還可能日を迎える銘柄に投資を行い、原則
として償還まで保有する現状のバイ・アンド・ホールド戦略を基本として、信託期間終了まで
安定的な収益の確保をめざす方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2014年９月23日～2015年９月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 171  1.596 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 97)  (0.901) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等
の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 70)  (0.652) 分配金・償還金・換金代金支払等の事務手続き、交付運用報告書等の送付、購
入後の説明・情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.043) 投資信託財産の保管・管理、運用指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 3   0.028  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.024) 外国での資産の保管等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 174   1.624   

期中の平均基準価額は、10,742円です。  

 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 
（注）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2014年９月23日～2015年９月24日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

外 

国 

  千アメリカドル 千アメリカドル 
アメリカ 社債券 2,082 15,209 

ユーロ  千ユーロ 千ユーロ 

 フランス 社債券 － 11,847 
   (16,084)

 オランダ 社債券 － 4,199 
   ( 3,451)

 アイルランド 社債券 － 6,294 

 イギリス 社債券 696 2,923 

 ジャージー 社債券 － 4,603 

  千イギリスポンド 千イギリスポンド 
イギリス 社債券 1,571 10,896 

 
（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注）( )内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

（注）社債券には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2014年９月23日～2015年９月24日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替先物取引 251,146 51,161 20.4 240,458 50,254 20.9

為替直物取引 621 － － 11,702 902 7.7
 
 

 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

公社債 

利害関係人との取引状況 



04_260842(2)_全体_三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカム証券ファンド 2013-09（円ヘッジ）（限定追加型）.docx 

15/11/2 11 時 33 分 

ページ：10 

 

三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカム証券ファンド 2013-09（円ヘッジ）（限定追加型） 

― 10 ― 

○組入資産の明細 (2015年９月24日現在) 

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

当 期 末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千アメリカドル 千アメリカドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％

アメリカ 30,109 30,974 3,723,402 32.1 1.7 32.1 － －

ユーロ 千ユーロ 千ユーロ   

 フランス 4,000 4,015 539,535 4.6 － 4.6 － －

 オランダ 7,229 7,277 977,961 8.4 － 8.4 － －

 アイルランド 8,174 8,326 1,118,935 9.6 9.6 － － 9.6

 イギリス 8,099 8,370 1,124,860 9.7 － 6.7 － 3.0

 ジャージー 498 506 68,091 0.6 － 0.6 － －

 千イギリスポンド 千イギリスポンド   

イギリス 17,261 17,612 3,228,610 27.8 － 19.6 － 8.3

合    計 － － 10,781,395 92.9 11.3 72.0 － 20.9
 
（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

外国公社債 



04_260842(2)_全体_三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカム証券ファンド 2013-09（円ヘッジ）（限定追加型）.docx 

15/11/2 11 時 33 分 

ページ：11 

 

三菱ＵＦＪ 世界金融ハイインカム証券ファンド 2013-09（円ヘッジ）（限定追加型） 

― 11 ― 

(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

アメリカ ％ 千アメリカドル 千アメリカドル 千円  

  社債券 STEP ING GROEP 491229 5.775 836 839 100,922 2049/12/29

   STEP LLOYDS BANK 491129 6.267 1,598 1,625 195,457 2049/11/29

   STEP RABOBANK CAP 491229 5.254 3,213 3,265 392,541 2049/12/29

   STEP STANDARD CHA 490129 6.409 7,300 7,418 891,792 2049/１/29

   STEP SWISS RE CAP 490529 6.854 6,663 6,808 818,440 2049/５/29

   STEP UBS PFD FUND 490529 6.243 6,076 6,181 743,031 2049/５/29

   VAR LLOYDS BANK 211216 9.875 4,423 4,835 581,215 2021/12/16

小 計 3,723,402  

ユーロ 千ユーロ 千ユーロ   

 フランス 社債券 STEP CREDIT AGRIC 491129 4.13 4,000 4,015 539,535 2049/11/29

 オランダ 社債券 STEP ABN AMRO BAN 490329 4.31 7,229 7,277 977,961 2049/３/29

 アイルランド 社債券 STEP UT2 FUND 160630 5.321 8,174 8,326 1,118,935 2016/６/30

 イギリス 社債券 4.35 ROYAL BK SCO 170123 4.35 2,500 2,590 348,127 2017/１/23

   STEP ROYAL BK 210922 4.625 4,994 5,097 684,935 2021/９/22

   VAR LLOYDS BANK 211216 11.875 605 683 91,797 2021/12/16

 ジャージー 社債券 STEP HSBC CAPITAL 491229 5.13 498 506 68,091 2049/12/29

小 計 3,829,383  

イギリス 千イギリスポンド 千イギリスポンド   

  社債券 5.25 BK OF AMERIC 161109 5.25 3,000 3,109 569,917 2016/11/９

   5.375 JP MORGAN 160928 5.375 2,050 2,124 389,516 2016/９/28

   STEP AXA SA 490729 6.6666 6,000 6,142 1,125,981 2049/７/29

   STEP BNP PARIBAS 490429 5.945 5,750 5,768 1,057,458 2049/４/29

   STEP SWEDBANK 490329 5.75 461 467 85,736 2049/３/29

小 計 3,228,610  

合 計 10,781,395  
 
（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注）上記のうち、償還年月日が2049年とあるのは、永久債(繰上償還条項付き)です。 

 

○投資信託財産の構成 (2015年９月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

公社債 10,781,395 91.1

コール・ローン等、その他 1,057,145 8.9

投資信託財産総額 11,838,540 100.0
 
（注）期末における外貨建純資産（11,058,929千円）の投資信託財産総額（11,838,540千円）に対する比率は93.4%です。 
（注）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レート

は以下の通りです。 
 
１アメリカドル=120.21円 １ユーロ=134.38円 １イギリスポンド=183.31円  
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2015年９月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 22,817,471,916  

 コール・ローン等 762,865,238  

 公社債(評価額) 10,781,395,522  

 未収入金 11,029,143,664  

 未収利息 238,883,231  

 前払費用 5,184,261  

(B) 負債 11,212,964,764  

 未払金 10,978,931,600  

 未払解約金 124,212,601  

 未払信託報酬 109,552,330  

 その他未払費用 268,233  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,604,507,152  

 元本 10,763,794,314  

 次期繰越損益金 840,712,838  

(D) 受益権総口数 10,763,794,314口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,781円
 
＜注記事項＞ 
①期首元本額 20,259,305,119円

 期中追加設定元本額 0円

 期中一部解約元本額 9,495,510,805円

○損益の状況 (2014年９月23日～2015年９月24日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 711,205,561  

 受取利息 710,785,783  

 その他収益金 419,778  

(B) 有価証券売買損益 △  370,440,429  

 売買益 4,123,434,417  

 売買損 △4,493,874,846  

(C) 信託報酬等 △  263,672,005  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 77,093,127  

(E) 前期繰越損益金 763,881,235  

(F) 追加信託差損益金 △      261,524  

 (売買損益相当額) (△      261,524) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 840,712,838  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 840,712,838  

 追加信託差損益金 △      261,524  

 (売買損益相当額) (△      261,524) 

 分配準備積立金 1,211,414,791  

 繰越損益金 △  370,440,429  
 
（注）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②分配金の計算過程 
 

項 目 
2014年９月23日～ 
2015年９月24日 

費用控除後の配当等収益額 447,533,556円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円

収益調整金額 －円

分配準備積立金額 763,881,235円

当ファンドの分配対象収益額 1,211,414,791円

１万口当たり収益分配対象額 1,125円

１万口当たり分配金額 －円

収益分配金金額 －円

 

③信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信託財産の純資産総額に対し年

10,000分の40以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。 
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＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社にお
問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 

[ お 知 ら せ ] 
①書面決議を行う場合の受益者数要件の撤廃を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
②併合手続要件の緩和を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
③買取請求の一部適用除外を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
④運用報告書の二段階化について信託約款に記載し、所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
⑤新たに発行可能となる新投資口予約権を投資の対象とする有価証券に追加し信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
⑥デリバティブ取引等のリスク量計算を規格化し、定量的に規制する旨を信託約款に記載し、所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
⑦2015年７月１日に国際投信投資顧問株式会社と合併し、商号を三菱ＵＦＪ国際投信株式会社へ変更し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2015年７月１日） 
⑧2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興特
別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））の
税率が適用されます。 

 




